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氾濫域のあり方（案）

氾濫原

計画
遊水地

既存市街地
開発予定区域

河岸段丘

被災形態選択区域
（災害危険区域を指定）

宅地
（嵩上げ）

家屋移転
（防災集団移転促進事業など）





土地利用と一体となった治水の事例【北川※霞堤】
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北川浸水地区一覧

内水（山水）霞堤からの湛水

霞堤方式 輪中堤方式
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家屋等被害

９６％減

家屋等被害
大幅減！

年月日 要因
浸水面積
（㏊）

家屋等
被害（戸）

H9.9 台風19号 368 648

H16.10 台風23号 350 198

H28.9  台風16号 340 24

激特事業（H9
～H16）による
水位低減効果

水防災事業
（H16～）による
宅地嵩上効果※浸水エリアは土地利用規制（災害危険区域の指定）がなされている。

○主な浸水被害の実績表

※九州地整延岡河川国道事務所の記者発表資料を参照
（http://www.qsr.mlit.go.jp/nobeoka/pdf/kisya/281018.pdf）









和光市

朝霞市

さいたま市
川越市

上尾市坂戸市

東松山市

荒川上流 広域ネットワーク接続状況

凡例：接続済み




